
発行/福島県石)1[郡玉川村大字小高字中畷9 玉川村役場密(024757)3101 編集/企画課 印刷/御門谷印刷(毎月 1日発行)

ぞ〉
届\~

ま 飛ひ、

来春、村内の小学校に入学する子供たちの数は、今年より8人少ない116人。
このほど、就学児を対象とする健康診断が、川辺小や玉川第一小でそれぞれ

行われました。

ここ、須釜小でも11月21日、 43人の子供たちがお母さんに位き添われ、内

科や歯、視力、聴力などの健康診断を受けました。ふだん元気いっぱいの子

供たちも、お塁者さんの前ではちょっぴり緊張ぎみのようす。

ピッ力ピッ力の一年生が誕生するのももう閤近。虫歯など治療できるもの

は、しっかり直しておきましょうね。
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l川

教

育

長

に

関
根
氏
が
再
任
さ
れ
る

教
育
長

彰
怒

/
，t

山1111111附

就
任
の
あ
い
さ
つ

教
育
長
に
再
び
選
任
さ
れ
十
一
月

十
九
日
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

式iJt終J1て(今年の成人式から〉

成
人
に
達
し
た
若
者
た
ち
の
晴
れ
の

門
出
を
祝
福
す
る
成
人
式
が
、
来
春
一

月
十
五
日
(
成
人
の
日
〉
に
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

成
λ
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん

は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

九
十
九
名
の
方
た
ち
で
す
。

村
内
に
住
ん
で
い
る
の
に
名
前
が
も

れ
て
い
た
り
、
ふ
る
さ
と
で
の
成
人
式

を
希
望
さ
れ
る
か
た
立
、
公
民
館
に
十

二
月
二
十
二
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。該

当
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
川
辺
〕
大
竹
の
り
子
・
大
槻
隆
夫
・

関

根

幸

忠

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
議
さ

れ
る
な
ど
、
教
育
に
寄
せ
る
関
心
と

期
待
が
大
き
い
と
き
、
職
責
の
重
要

さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

も
と
よ
り
非
才
、
微
力
で
す
が
今
ま

で
の
経
験
を
も
と
に
更
に
努
力
を
重

ね
、
人
間
性
豊
か
な
教
育
の
た
め
鋭

意
精
進
い
た
す
覚
慢
で
ご
ざ
い
ま

す。一み
な
さ
ま
の
ご
鞭
撞
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

小
針
の
り
子
・
須
藤
厚
子
・
須
藤
淳
子
岡
部
淳
子
・
小
林
征
子
・
三
吉
隆
一
・

円
谷
善
孝
・
根
本
隆
子
・
矢
部
文
子
・
鈴
木
久
子
・
柳
沼
石
雄

矢
部
恵
美
・
大
竹
多
・
鈴
木
俊
子
・
〔
南
須
釜
〕
大
川
内
和
子
・
石
井
千
恵

佐

藤

勝

男

・

野

崎

栄

石

森

ヨ

シ

子

・

小

原

和

彦

・

小

原

安

司

〔
蒜
生
〕
有
賀
伸
一
・
柳
沼
は
る
み
・
大
野
千
枝
子
・
塩
沢
美
和
・
我
妻
直
子

柳
沼
邦
枝
・
真
弓
保
・
真
弓
み
さ
子
・
片
寄
富
士
美
・
草
野
み
づ
い
・
佐
々
木

真
弓
富
士
子
・
真
弓
久
子
正
明
・
相
楽
智
恵
子
・
中
沢
千
恵
子
・

〔
小
高
〕
加
藤
浩
樹
・
有
賀
美
絵
・
大
越
吉
孝
・
塩
沢
和
江
・
円
谷
み
ゆ
き

車
回
聖
子
・
高
原
和
義
・
添
田
正
雄
・
宗
形
光
雄
・
小
貫
は
る
み

溝
井
陳
彦
・
溝
井
君
恵
・
西
島
里
美
・
〔
北
須
釜
〕
小
針
和
江
・
小
針
和
彦
・

吉
田
淳
子
・
矢
吹
明
美
・
関
根
勝
則
・
小
針
和
之
・
榊
校
孝
代
・
宗
形
郁
子
・

車
田
健
二
・
石
井
喜
義
・
添
田
主
命
・
宗
形
秀
典
・
矢
吹
忠
弘
・
草
野
洋
子
・

柳

沼

恵

子

鈴

木

康

子

・

草

野

直

孝

・

鈴

木

正

・

〔
中
〕
岩
瀬
由
美
子
・
犬
木
美
枝
子

¥
野
口
悦
子
・
矢
吹
利
恵

小
針
周
吉
・
鈴
木
浩
勝
・
高
林
美
佐
江

¥
〔
吉
〕
大
和
田
和
子
・
佐
藤
栄
策
・

細

山

美

枝

子

森

香

〔
岩
法
寺
〕
石
森
伸
一
・
小
松
真
弓
・
〔
山
小
産
〕
石
森
栄
男

倉
鎌
康
子
・
吉
田
正
・
吉
田
洋
子
・
〔
山
新
田
〕
真
野
目
富
久
代
・

矢
吹
信
子
・
本
橋
勝
広
・
橋
本
明
美
・
真
野
呂
和
江

石

森

浩

・

高

橋

一

郎

〔

四

辻

新

聞

〕

塩

田

忠

雄

・

須

田

潤

一

〔
竜
崎
〕
小
林
吉
弘
・
小
林
三
喜
夫
・
関
根
美
智
代
・
塩
田
利
代

一

教

育

委

員

に

一

…

仁

井

田

L

一

氏

一

一
こ
の
度
、
首
藤
芳
次
氏
が
任
期
満
な
り
、
そ
の
後
任
に
仁
井
田
仁
一
氏
一

~
了
に
と
も
な
っ
て
退
任
す
可
(
川
悦
歳
・
竜
崎
字
椛
屋
)
が
十
一
月
~

十
九
日
付
で
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
一

一

5
5

ま
し
た
。

~

一

輪
麟
脚
鵬

首
藤
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ニ
~

〈

弘

通

4
1g
?
~掴
錦
繍

期
八
年
に
わ
た
っ
て
責
務
に
あ
た
ら
{

…

脇町

了
八
九
州
ぺ
常

れ
、
学
校
教
育
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
一

V

-1-

二
乞
LT
i議
て

き

ま

し

た

o
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
~

弘司

、ti

嬬
鱗
臨
醗

で
し
た
。

ハ

議

議

な

お

、

教

育

委

員

長

に

は

車

田

権

一

氏

が

選

任

さ

れ

ま

し

た

。

}

交年
通末
事年
故始
防の

こ
の
運
動
は
、
年
末
年
始
に
お
け

る
交
通
事
故
の
防
止
と
、
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
飲
酒
運
転

の
絶
滅
を
図
る
た
め
、
四
つ
の
項
目

が
重
点
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

。
み
ん
な
で
飲
酒
運
転
の
防
止

・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い

.
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な

'
U
 

・
酒
を
飲
ん
だ
者
に
運
転
さ
せ
な

B
L
Y
 

O
し
め
よ
う
シ

i
ト
ベ
ル
ト

か
ぶ
ろ
う
ヘ
ル
メ
ヴ
ト

・
車
に
乗
っ
た
ら
シ

l

ト
ベ
ル

ト
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
ら
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
習
慣
を

。
子
供
と
お
年
寄
り
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う

・
ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に

.
飛
び
出
し
に
注
意

・
歩
行
者
は
、
道
路
を
階
断
す
る

と
き
、
安
全
な
場
所
を
選
び
、

必
ず
左
右
の
安
全
を
確
か
め
る

・
危
険
な
所
で
は
遊
ば
な
い
、
遊

ば
せ
な
い

O
気
を
つ
け
よ
う
冬
道
の
運
転

・
積
雪
、
諌
結
時
は
減
速
走
行

・
急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ

レ
ー
キ
は
し
な
い

・
車
間
距
離
は
十
分
に
と
る

-
カ
!
プ
の
手
前
で
は
必
ず
減
速

こ
れ
ら
の
こ
と
は
わ
か
り
き
っ
た

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
事
故
は
な
か

な
か
減
り
ま
せ
ん
。
家
庭
で
、
職
場

で
み
ん
な
で
実
践
を
ノ
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新しい村づくり

基盤整構事業で新しく生まれ変わる農地(北須釜地内〉

玉
川
農
業
振
興
地
域
整
備
計

図
書
(
通
称
「
農
振
」
〉
に
つ
い

て
は
、
昭
和
国
十
七
年
に
策
定

し
、
五
十
四
年
に
そ
の
見
直
し

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年

の
農
業
及
び
農
村
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
兼
業
化
の
進
行
、
住

民
意
識
の
多
様
化
等
に
よ
っ

て
、
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で

農
業
及
び
農
村
の
健
全
な
発
畏

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
農
業
農

村
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
昭
和
五
十
九
年
、
六

十
年
の
二
年
間
で
策
定
す
る
も
の
で
、

計
画
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。

ー
、
農
用
地
利
用
計
画

2
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
開
発
計
画

3
、
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
及
び
農
用

地
等
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利

用
の
促
進
計
画

4
、
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備
計
画

5
、
農
業
従
事
者
の
安
定
的
な
就
業
の

促
進
計
画

6
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
計
画

7
、
森
林
の
整
備
そ
の
他
林
業
の
振
興

と
の
関
連
に
関
す
る
計
画

8
、
地
域
資
源
の
利
用
及
び
管
理
、
保

全
に
関
す
る
計
画

9
、
土
地
、
水
利
用
の
ス
プ
ロ

i
ル
防

止
に
関
す
る
事
項

印
、
土
地
利
用
構
想

一
こ
の
ほ
ど
、
農
林
水
産
統
計
情
報

由
業
務
に
協
力
さ
れ
た
業
績
を
高
く
評

一
価
さ
れ
、
北
須
釜
の
矢
吹
正
七
さ
ん

一
(
侃
〉
と
南
須
釜
の
大
越
吉
男
さ
ん

同
〈
認
可
大
越
常
義
さ
ん
〈
位
〉
ら
一
一
一

…
人
に
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

一
贈
ら
れ
ま
し
た
。

-
受
賞
さ
れ
た
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

…
農
林
水
産
省
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
昭

一
和
田
十
四
年
か
ら
十
五
年
余
に
わ
た

-
っ
て
米
生
産
費
調
査
農
家
と
し
て
記

…
帳
を
続
け
、
農
林
行
政
の
基
礎
資
料

一
作
成
に
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
須
賀
川
信
金
が

一

泊

万

円

一
青
少
年
の
健
全
育
成

一

資

金

と

し

て

寄

付

こ
の
計
画
は
、
お
お
よ
そ
十
年
後

P
一

農
業
及
び
農
村
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
一

り
ま
ず
か
ら
、
村
の
振
興
計
回
や
悶
発
問

計
問
、
福
島
空
港
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
…

想
等
と
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
一

行
き
、
新
し
い
村
づ
く
り
を
巨
指
し
た
田

農
業
援
輿
の
た
め
の
総
合
基
本
計
画
と
一

な
る
わ
け
で
す
o

一

こ
の
事
業
は
、
産
業
課
が
担
当
し
ま
一

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
意
見
、
提
言
な
一

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
一

下

さ

い

。

一

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

集
落
会
議
の
実
施

こ
の
た
め
、
村
で
は
、
み
な
さ
ん
の

地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
、
事
業
に

対
す
る
要
望
等
を
集
約
す
る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
・
み
な
さ
ん
の
生
の
声
を
聞
い

た
り
、
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
、
間
的
年

二
月
境
、
集
落
会
議
を
開
催
い
た
し
ま

す。
そ
し
て
、
大
字
単
位
に
集
落
を
設
定

し
、
推
進
員
を
設
置
し
て
、
集
落
カ
ー

ド
の
作
成
や
、
意
見
の
集
約
を
し
て
み

な
さ
ん
の
考
え
を
反
映
さ
せ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

計
画
は
新
し
い

村
づ
く
り
の
基
礎

矢
吹
さ
ん
ら
に

農
林
大
臣
か
ら

感

謝

状

こ
の
ほ
ど
須
賀
川
信
用
金
庫
〈
理

事
長
・
山
辺
俊
一
一
〉
で
は
、
創
立
七

O
周
年
を
記
念
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
資
金
と
し
て
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
村
に
こ

O
万
円
の
寄
付
を
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
七

O
周
年
記
念
と
し
て
、

盛
大
な
記
念
式
典
を
催
す
予
定
だ
っ

た
も
の
を
式
典
を
簡
素
化
し
、
地
域

の
み
な
さ
ん
へ
の
還
元
と
、
未
来
を

託
す
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
す
る

た
め
の
資
金
源
と
し
て
、
寄
付
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
村
で
は
早
速
、

こ
の
意
図
を
汲
ん
で
青
少
年
育
成
の

た
め
に
有
効
な
活
用
を
と
考
え
て
い

ま
す
。
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村
戦
没
者
追
悼
式
が
、
十
一
月
七
日

村
体
育
館
に
お
い
て
遺
族
、
来
賓
な
ど

二
百
余
名
が
参
列
し
て
、
し
め
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
参
列
者
全
員
で
戦
没
者
に
対
し

黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、
小
針
村
長
は

「
つ
つ
し
ん
で
戦
没
者
に
対
し
追
悼
の

誠
を
さ
さ
げ
る
と
共
に
、
こ
う
い
っ
た

過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
い
λ

普
い
を
新
た
に
し
、
御
霊
の
ご
冥
福
-b

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
」
と
式
棋

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
遺
族
を
代
表
し
、
久
保
木
、
、

ネ
さ
ん
ハ
蒜
生
〉
が
追
悼
の
こ
と
ば
ル

し
て
、
悲
惨
な
戦
争
で
夫
を
亡
く
し
、

苦
難
と
闘
い
な
が
ら
も
今
日
の
幸
せ
仲

尊
い
犠
牲
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
い
る
?

と
の
重
み
と
平
和
の
大
切
さ
を
切
々
ル

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
は
深
い
悲
1

み
に
包
ま
れ
、
一
仮
に
わ
せ
ぶ
遺
族
の
盗

も
克
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

献
花
は
遺
族
会
長
を
は
じ
め
各
部
控

の
遺
族
代
表
ら
が
次
々
に
と
り
行
い
、

お
ご
そ
か
な
う
ち
に
追
悼
式
を
閉
じ
辛

し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
遺
族
会
主
催

の
慰
霊
祭
で
は
、
遺
族
会
長
ら
が
代
表

ほ
う
て
ん

し
て
玉
串
奉
実
を
し
、
参
列
し
た
遺
族

全
員
で
焼
香
を
し
て
戦
没
者
の
霊
を
慰

さ
め
ま
し
た
。

県
交
通
対
策
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
一

さ

れ

ま

し

た

。

(

戸
津
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
~

月
か
ら
玉
川
村
交
通
安
全
協
会
の
須

一

釜
分
会
長
と
し
て
就
任
以
来
、
・
交
通
(

安
全
運
動
期
間
中
の
街
頭
指
導
を
は
~

じ
め
、
交
通
安
全
活
動
に
積
極
的
に
一

協
力
し
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一

O
〈

0
0日
達
成
と
交
通
事
故
の
減
少
に
~

大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
か
ら
今
回
の
一

表

彰

と

な

っ

た

も

の

で

す

。

〈

戸
津
さ
ん

交
通
安
全
活
動
協
力
者
と
し
て
表
彰

十
月
二
十
六
日
、
会
津
若
松
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十
三
回

福
島
県
交
通
安
全
県
民
大
会
」
の
席

上
、
戸
津
今
朝
吉
さ
ん
〈
南
須
釜
〉

が
交
通
安
全
活
動
協
力
者
と
し
て
、

火

消2
防り
固に
秋誓
季五

戦没者に焼香する遺族のみなさん

村
消
防
団
の
秋
季
検
関
式
が
、
十
一

月
四
日
午
前
八
時
三

O
分
か
ら
村
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
団
員
二
ニ

O
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

検
閲
式
は
小
原
副
団
長
の
開
会
の
こ

と
ば
で
始
ま
り
、
検
閲
官
に
小
針
村
長

を
委
嘱
。
検
閲
官
か
ら
通
常
点
検
を
受

け
た
あ
と
、
団
員
ら
は
分
列
行
進
や
各

個
訓
練
、
機
械
訓
練
に
キ
ピ
キ
ピ
し
た

態
度
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
仁
井
田
団
長
か
ら
「
火
災
が

多
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
た
め
、
予

防
消
防
に
努
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の
生

命
財
源
を
守
る
と
い
う
最
大
の
目
的
に

全
力
を
注
い
で
ほ
し
い
」
と
訓
辞
さ

れ
、
団
員
ら
は
H

火
の
守
り
付
の
誓
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

J
骨
j

・4

通常点検を受ける団員

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
で
は
、

昭
和

ω年
度
採
用
の
消
防
職
員
を
左
記

に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

記

職

務

/

消

防

業

務

全

般

募
集
人
員
/
若
干
名

受
験
資
格
/
・
昭
和
お
年
4
月
2
臼
か

ら
昭
和
必
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

.
高
卒
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
者
、
叉
は

ω年
3

月
に
卒
業
見
込
み
の
者

第

1
次
(
教
養
・
作
文
)

試
験
方
法
/

第
2
次
(
適
性
、
面
接
、

身
体
検
査
な
ど
〉

受
験
申
込
用
紙
は
消
防

署
、
役
場
総
務
課
に
あ

り
ま
す
。

昭
和
印
年
ロ
月
5
日
か

ら
昭
和
的
年
1
月
8
日

ま
で
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課

(
曾

3
1
0
1
〉
ま
た
は
、
須
賀
川
地

方
広
域
消
防
本
部
総
務
課
ハ
管

0
2
4

8
@
3
1
1
1
内
線
鈍
〉
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

受
験
手
続
/

受
付
期
間
/
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芸
術
の
秋
、
本
番

村
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
作
品
群

1111111 

1ft 

親子連れも目だちました

村
民
総
合
文
化
祭
が
十
月
二
十
七
日

か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
、
就
業
改
善
セ

γ
タ
!
と
村
体
育
館
を
会
場
に
し
て
盛

大
に
開
か
れ
、
休
み
を
利
用
し
た
家
族

連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
小
・
中
学
生
に
よ
る
作
品

展
示
を
は
じ
め
、
保
育
所
の
子
供
も
粘

土
細
工
な
ど
を
展
示
し
、
訪
れ
た
人
は

か
わ
い
い
作
品
に
つ
い
に
っ
こ
り
。

コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
写
真
展

や
書
道
展
、
菊
花
盆
栽
展
な
ど
村
民
の

自
を
多
い
に
楽
し
ま
せ
、
作
品
を
一
つ

一
つ
て
い
ね
い
に
観
賞
す
る
姿
が
見
う

け
ら
れ
ま
し
た
。

と
く
に
老
人
作
品
展
は
，
人
気
の
的

で
、
丹
精
込
め
た
作
品
が
所
狭
し
と
陳

村民の目を楽しませた菊花盆栽展

去
る
十
一
月
三
日
の
文
化
の
目
、

県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
昭
和
五
十
九
年

度
教
育
文
化
功
労
賞
の
授
賞
式
が
行ム一

A存保全品民釜須たl
v
 

賞R
X
 

展ロ
間作人老だん並

也

V

4

u

d
p

ロ
問

手
、
作P

ム

手

I事

み
の

，

見

列
さ
れ
、
即
売
の
ザ
ル
や
袋
、
竹
ボ
!

キ
な
ど
手
作
り
作
品
が
飛
ぶ
よ
う
な
売

れ
ゆ
き
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
会
期
中
に
は
住
民
の
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
文
化
、

祭
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
気
軽
に
血
圧
を

測
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
団
連
絡
協
議
会
で
も
第

八
回
玉
青
協
文
化
祭
を
行
い
、
寸
劇
や

コ
シ
サ

i
ト
な
ど
、
団
員
の
熱
演
に
観

客
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
、
会
場
は
若
さ

が
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
。
ど
の
会
場
も

芸
術
の
駄
、
本
番
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
た
。

須
釜
民
芸
保
存
会
が
受
賞

念
仏
踊
り
の
保
存
継
承
に
尽
力

-~ 

わ
れ
、
わ
が
村
の
須
釜
民
芸
保
存
会

〈
会
長
・
縫
部
真
、
会
員
十
二
名
〉
内

が
優
良
文
化
団
体
と
し
て
県
教
育
委

員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

須
釜
保
存
会
は
、
村
の
郷
土
芸
能

で
あ
る
南
須
釜
念
仏
踊
り
の
保
存
継

承
に
ご
尽
力
さ
れ
、
会
員
ら
の
積
極

的
な
指
導
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会

の
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

Jrx
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、
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一行ロニ

優

良

従

業

員

表

彰

宗
形
さ
ん
ら
二
十
六
名
が
受
賞

村
商
工
会
主
催
に
よ
る
昭
和
五
十
九

年
度
優
良
従
業
員
の
表
彰
式
が
、
「
勤
労

感
謝
の
日
」
の
十
一
月
二
十
三
日
、
午

前
九
時
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ

i
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
各
事
業
所
か
ら
選
ば
れ
た
こ

十
六
名
が
出
席
し
、
商
工
会
長
の
式
辞

の
あ
と
、
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え

受
賞
者
を
代
表
し
て
宗
形
辰
一
さ
ん

(
中
根
精
工
紛
勤
務
)
が
受
賞
の
喜
び

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
郡
山
商
工
会
議
所
の
専

務
理
事
、
渡
辺
佐
市
氏
か
ら
「
職
場
と

人
間
関
係
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ

り
、
受
賞
者
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
ま
し
た
方
々
は
次
の
と
お

り

で

す

。

(

順

不

同

〉

受

賞

者

名

勤

務

先

宗

形

辰

一

(

中

根

精

工

紛

〉

滝

口

義

一

(

η

)

鈴

木

健

一

〈

駒

木

根

工

業

紛

〉

藤

田

利

行

(

η

〉

大

竹

長

次

(

η

〉

野

崎

真

知

子

(

東

京

精

工

紛

〉

矢

吹

ハ

ナ

ヨ

(

η

〉

榊

枝

栄

久

夫

(

η

〉

矢

部

真

一

(

H

〉

佐

藤

晃

〈

H

〉

猪

越

良

雄

(

紛

福

島

エ

ン

ヤ

〉

富

塚

ミ

キ

(

H

H

〉

大
野
ミ
チ
子
〈
紛
大
進
製
作
所
〉

榊

枝

ト

シ

子

(

塩

田

縫

製

)

大吉増小岡塩新渡倉添村

越田子原部沢田辺鎌田越

重

雄

(

絢

加

藤

化

工

)

光
男
(
福
島
双
羽
電
機
紛
〉

ユ
キ
子
(

H

リ

〉

ハキ
・
ヨ
ハ

η

〉

正

子

(

H

〉

栄

(

脚

湯

沢

組

)

達

男

(

紛

鈴

木

建

設

〉

幸

雄

(

吉

村

工

務

庖

〉

常

政

ハ

円

谷

建

設

)

美

喜

男

(

小

林

建

設

〉

好

(
紛
玉
川
畜
産
セ

γ
タ
l
〉

正

行

(

H

リ

〉

須

田

優良従業員として表彰されたみなさん
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明
る
い
話
題
や
催
し

な
ど
が
あ
る
と
き
に
は

全
面
課
ま
で
。

(
電
=
二

O
ご

堂
平

理法也
瓶Z寧
坦!)々 Sよ

這五
整遥
I~ 融

ど発
出掘
土進

む

県
文
化
セ
ン
タ
ー
遺
跡
調
査
課
が
九

月
下
旬
か
ら
始
め
た
遺
跡
試
掘
調
査

は
、
こ
れ
ま
で
に
川
辺
字
堂
平
や
蒜
生

手
兎
測
な
ど
村
内
六
ケ
所
が
試
拐
さ

れ
、
現
在
そ
の
八
割
が
終
了
し
、
興
味
湧

く
出
土
品
が
い
ろ
い
ろ
出
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
川
辺
字
金
波
、
堂
平
地
区

か
ら
は
三
千
年
か
ら
四
千
年
前
の
い
わ

ゆ
る
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
と
思
わ

う
め

れ
る
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
た
ほ
か
、
埋

が
め瓶

ハ
墓
地
ま
た
は
祭
儀
場
跡
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
〉
、
配
石
、
敷
石
町
出
居

の
遺
構
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

お
の

そ
の
ほ
か
に
は
土
器
片
、
石
器
(
斧

ひ
争
み
い
し

や
じ
り
、
回
石
、
た
た
き
石
〉
な
ど
も

l
 

1
 

1
 

1
 

1
 

s
 

t
 

i
 

l
 

l
 

i
 

--1
 

1
 
1
 

2
 

1
 

1
 
1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

数
多
く
出
て
い
る
た
め
、
集
落
と
し
て

は
相
当
規
模
の
大
き
い
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
遺
跡
発
掘
は
十
二
月
上
旬
ま
で

続
け
ら
れ
て
今
年
度
の
計
画
は
終
り
ま

す
が
、
こ
の
結
果
内
容
は
、
調
査
に
携

わ
っ
た
先
生
方
の
手
に
よ
っ
て
冊
子
に

ま
と
め
ら
れ
頒
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

出土した土器片の数々

縄文時代のものと思われる敷石住屠跡

、晶'弓‘三
一切
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E 親子一緒に下メIjり作業
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親
子
一
緒
に
下
刈
り
作
業

泉
中
で
n
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
u

十
一
月
十
七
日
、
泉
中
学
校
で
親

子
一
緒
の
学
校
林
の
下
刈
り
作
業
を

行
い
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
深
め
ま
し

た。
こ
の
事
業
は
今
ま
で
生
徒
と
父
兄

が
別
々
に
し
て
い
た
も
の
を
、
今
年

は
合
同
で
行
っ
た

も
の
。
父
兄
と
生

徒
合
せ
て
約
三
五

O
人
が
参
加
。

鎌
の
と
ぎ
方
ゃ

な
た
の
使
い
方
も

知
ら
な
い
現
代
っ

子
た
ち
。
こ
の
日

は
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
か
ら
手
ほ

ど
き
を
受
け
、
約

一ニ

0
ア
ー
ル
の
下
刈
り
に
挑
戦
。
作
業

中
、
親
子
で
力
を
あ
わ
せ
て
頑
張
っ
た

り
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
も
続
出
。

午
後
か
ら
は
校
庭
で
い
も
煮
会
。
ア

ッ
ア
ツ
の
鍋
を
囲
み
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

村
内
の
幼
稚
園
や
保
育
所
の
子
供

た
ち
は
毎
年
、
「
勤
労
感
謝
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
人
た
ち
に
感
謝
の
花
束
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
子
供
た
ち
が
花
束
を
持
っ

て
役
場
や
郵
便
局
、
駐
在
所
な
ど
を

訪
問
。ち

っ
ち
ゃ
な
訪
問
者
か
ら
「
い
つ

も
お
仕
事
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
花

束
を
手
渡
さ
れ
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
。
泉

保
育
所
の
年
長
組
の
子
供
た
ち
は
こ

の
日
、
水
郡
線
の
運
転
手
さ
ん
に
感
謝

を
込
め
て
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。。

運転手さんに花束のプレゼント

主
婦
ら
「
老
人
介
護
」

に
つ
い
て
学
ぶ

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
病
人
を

抱
え
て
い
る
人
た
ち
を
対
象
に
し
た

「
老
人
介
護
の
仕
方
」
の
講
習
会
が
、

十
一
月
二
十
二
日
、
就
業
改
善
セ

γ

タ
l
で
開
か
れ
、
主
婦
ら
一
一
十
五
名

が
受
講
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
「
食
事
や
清
拭
」
に
つ

い
て
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
、
午
後
は

「
病
人
の
動
し
方
や
排
世
の
世
話
、

床
づ
れ
の
予
防
」
な
ど
に
つ
い
て
、

講
師
の
日
赤
穂
島
支
部
嘱
託
の
横
山

さ
ん
か
ら
実
技
指
導
を
受
け
ま
し

た。
参
加
し
た
主
婦
の
中
に
は
、
実
際

に
病
人
の
世
話
を
し
て
い
る
人
も
い

て
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た。

モヂJ(..を使つての実技指導
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l串自問

免
除
を
う
け
た
保
険
料

追
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
そ
こ
で
、
国
民
年
金
制
度
で
は
よ
り

を
納
め
る
こ
と
が
著
る
し
く
高
い
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
免

国
難
な
強
制
加
入
の
人
の
た
除
さ
れ
て
い
た
期
間
の
保
険
料
を
あ
と

め
に
、
「
保
険
科
免
除
制
度
」
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
「
追
納
制

が

あ

り

ま

す

。

度

」

を

設

け

て

い

ま

す

。

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
追
納
は
、
過
去
十
年
以
内
の
免
除
期

将
来
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
関
を
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
で
納
め

年
金
を
受
け
る
場
合
に
、
保
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

険
料
を
納
め
・
た
期
間
と
比
べ
追
納
し
ま
す
と
、
年
金
額
は
当
時
保

三
分
の
一
と
な
り
低
い
年
金
険
料
を
納
め
て
い
た
場
合
と
同
じ
く
な

額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
り
ま
す
。

日ごる鍛えた力と技を発揮

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た

第
十
三
回
柔
剣
道
大
会
が
十
一
月
十
一

日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
村
内
の
小
・
中
学
生
を
は

じ
め
高
校
生
を
含
む
一
般
の
武
道
愛
好

家
た
ち
、
約
百
三
十
名
が
詰
め
か
け
、

各
部
門
に
分
か
れ
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。
ま
た
会
場
で
は
選
手
の
父
兄
な
ど

が
応
援
に
か
け
つ
け
、
わ
が
子
の
試
合

を
熱
心
に
観
戦
し
て
い
る
の
が
見
う
け

ら
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
で
鍛
え
た
腕
と
技
。

チ
ピ
ッ
子
た
も
の
堂
々
の
試
合
運
び
は

会
場
を
大
い
に
湧
か
せ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
〉
小
学
生
の
部

抵
学
年

優

勝高
学
年

擾

勝

矢

吹

う

ゆ雅

合同

弘

間

将
来
の
こ
と
も
考
え
、
稀
額
の
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
免
除
期
間
の
あ
る

方
に
、
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

追
納
を
希
望
さ
れ
る
方
や
追
納
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
役
場
住

民
課
国
民
年
金
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

、。
h
h
y
 

以前の保険料額

49. 1~49.12 900向

50. 1~51. 3 1，100 
51. 4~52. 3 1，400 
52. 4~53. 3 2，200 
53. 4~54. 3 2，730 
54. 4~55. 3 3，300 

55. 4~56. 3 3，770 
56. 4~57. 3 4，500 
57. 4~58. 3 5，220 
58. 4~59. 3 5，830 

〈
〉
中
学
与
、
男
子
の
部

一
学
年

優

勝

矢

吹

俊

哉

ニ
学
年

優

勝

前

田

勝

三
学
年

優

勝

小

貫

直

俊

。
中
学
生
女
子
の
部

優

勝

小

林

浩

子

〈
〉
一
般
の
部

優

勝

田

。
中
学
生
の
部

一
学
年

優

勝

塩

田

二
学
年

優

勝

小

林

一
ニ
学
年

優

勝

森

〈
〉
一
般
の
部

優

勝

曲

山

正俊士
口

通
sfz令
、eB だ
よ
り

一中一一釜一一
法須一

非
行
防
止
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

体
力
、
気
力
に
挑
戦

開1

須
釜
中
恒
例
と
な
っ
て
い
る
非
行
防

止
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
十
一
月

十
七
日
行
わ
れ
、
全
校
生
で
健
脚
を
競

い
あ
い
ま
し
た
。
男
子
は
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
女
子
は
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
コ
!
ス
を
力
走
し
、
近
日
内
正
文
君

(
三
年
〉
と
塩
沢
美
和
さ
ん
(
三
年
〉

が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

優
勝
者
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
上
位
入

賞
者
に
メ
ダ
ル
や
賞
状
が
防
犯
協
会
か

ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

敬

力走する須釜中の生徒たち

宣
巨2事雅信

土
地
や
建
物
を
売
っ
た

と
き
の
税
金

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
譲
渡

所
得
に
対
し
て
は
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
一
年
間
の
所
得
を
合
計

し
て
税
金
を
計
算
じ
ま
す
が
、
こ
の
譲

渡
所
得
の
税
金
は
、
他
の
所
得
と
分
離

し
て
計
算
し
ま
す
。

ま
た
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
建
物
又

は
、
そ
の
建
物
と
と
も
に
そ
の
敷
地
を

売
っ
た
と
き
な
ど
に
は
、
一
定
の
要
件

で
課
税
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
ま
で
ど
う
ぞ
グ
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① 

私
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
見
開
録

若
人
の
翼
に
参
加
し
て

こ
の
度
私
は
、
「
若
人
の
翼
」

E
コ

ー
ス
の
団
員
と
し
て
、
東
西
ベ
ル
リ

ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
お
臼

聞
の
日
程
で
研
修
し
、
得
が
た
い
体

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研

修
を
通
し
て
学
び
、
感
じ
た
こ
と
を

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
報
告
致

し
ま
す
。

m月
お
目
、
私
に
と
っ
て
自
由
主

義
国
か
ら
共
産
主
義
国
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
し
め
た
。
そ
れ
が
西
ベ
ル
リ

ン
、
あ
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
で
し
た
。

壁
の
高
さ
は

2
m
位
で
あ
る
が
、
な

ぜ
か
冷
た
く
感
じ
ら
れ
た
。
最
も
近

く
て
最
も
遠
い
国
と
い
わ
れ
る
ベ
ル

リ
ン
o

西
か
ら
見
る
と
、
す
ぐ
手
の

と
ど
く
と
こ
ろ
に
東
ベ
ル
リ
ン
が
あ

る
。
東
ベ
ル
リ
ン
の
印
象
は
、
街
を

走
る
車
は
西
よ

り
凶
年
位
古
く

の
人
通
り
も
ま
ば
-

J
l
(

ら
で
街
が
閑
散

4

，

一

め
と
し
て
い
る
。

)東
'

有
名
な
ア
ウ

1

4
 

働

ト

パ

i
y
ハ
高

占
リ
速
道
路
》
は
田

i

d
 

。
ι

園
風
景
の
中
を

盛
走
り
、
ど
こ
で

メ
も
滑
走
路
に
な

ω
る

く

ら

い

広

州
ぃ
。
ど
こ
を
見

わ
た
し
て
も
農

溝

井

〈
小
高
〉

ご.d:.
tロ

作
業
し
て
い
る
人
は
見
う
け
ら
れ
な

、。‘U 私
た
ち
を
乗
せ
た
パ
ス
は
、
緑
の

森
に
包
ま
れ
、
静
か
な
た
た
ず
ま
い

の
ツ
ェ
ツ
ィ
リ
l
ン
ホ
!
フ
宮
殿
に

着
く
。
こ
こ
は
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
を
し

た
所
で
あ
り
、
宮
殿
の
中
は
、
今
で

も
当
時
会
議
が
行
わ
れ
た
ま
ま
、
円

卓
と
椅
子
が
置
か
れ
て
い
る
。
日
本

と
し
て
も
歴
史
的
重
要
な
場
所
と
し

て
名
高
い
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
が
そ
の
会
議
室
の
隣
の
部
屋

で
、
こ
こ
で
今
か
ら

ω数
年
前
に
広

島
、
長
崎
に
原
爆
投
下
を
決
め
た
の

で
あ
る
。
部
屋
は
薄
暗
〈
静
か
で
、

窓
の
外
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
見
え
た

の
が
鮮
烈
に
残
っ
た
。

こ
の
東
西
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
て
感

じ
た
こ
と
は
、
今
で
も
戦
争
の
傷
跡

が
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る

b

い
う
こ
と
。
西
か
ら
東
ヘ
自
由
に
仔

き
来
で
き
な
い
都
市
。
検
問
所
で
の

パ
ス
ポ
ー
ト
検
査
は
、
緊
張
感
が
漂

い
、
パ
ス
の
中
は
重
苦
し
い
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、
パ
ス
し
た
時
の
感
激

は
、
到
底
日
本
で
は
味
わ
う
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
さ
に

日
本
は
す
ば
ら
し
い
国
だ
と
再
認
識

し
た
。
今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と

H

ベ
ル
リ
ン
の
壁
H

か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
を
学
ん
だ
気
が
す
る
。

(
次
号
に
続
く
〉

納〈 国田ム~I
め火納民定

ま)習室月
しよでまは十ん の
えで士金税納税

すo I=! 月，-....， ，-....， 

亡一四ニ
れ十期期

ず五 ¥分ーノに日ぎ
一一 一 ー -- - - - -

7
日
(
金
〉

8
日
ハ
土
〉

Q
U

、fn
u
門口

日
日
(
火
〉

判
的
日
ハ
月
〉

幻
日
(
木
〉

1
日
(
土
〉
母
親
学
級

就
改
セ
ン
タ
ー
午

前
9
時
初
分
J

-
J
2
日
歯
科
巡
回
診

療
四
辻
農
業
研
修

所

午

前

8
時

ω分

J
午
後
二
時

4
日
(
火
〉
妊
婦
検
診

(
西
部
)
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時
鈎

分
J

成
人
病
予
防
教
室
岩
法

寺

公

民

館

午

前
9
時
加

分
J

成
人
病
予
防
教
室
四
辻

農
業
研
修
所
午
前
9
時

分
J

歯
科
巡
回
診
療
四
辻
農

業

研

修

所

午

前
8
時

ω

分
J

U
時

妊
婦
検
診
(
東
部
)
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後
1
時

ω

分
J

献

血

村

内

一

円

乳
幼
児
検
診
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時
J

そ
の
他
三
種
混
合
予
防
接
種
、
が
あ
り

ま
す
が
日
程
が
一
訣
ま
り
次
第
、
田
覧
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
日
(
土
〉

5
日
(
水
)

8
目
(
土
〉

刊
日
〈
月
)

ロ
日
〈
水
)

U
日
(
金
〉

日
日
〈
土
V

日
日
(
水
)

詑
日
(
土
〉

お
日
〈
水
)

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

着
付
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

婦
人
学
級

着
付
教
室

青
年
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

着
付
教
室

パ
ド
ミ
ン
ト

γ
教
室

着
付
教
室

喜付さ ハネ1発記念足のと 森石・ 0こ わ・ 小高・ 小高・ 厚く た。資金と 左記

毎⑨ス 四郎 れは たぼ の りお しの

(社会 れたのも 」上映を てし ーんき わたぽ、 会しよう 車敬田司き 溝井賢彦さ ネを申L L 

て方

寄付を か々 ごあ

いただきt社会福祉語ら

ざり

警》福祉協 すで。時たし斗んこ ハ会員名) 、会うし壱 り参んよ 壱んよ 上げま
も、カ昔、

すま とうの に 表(代万 万り万りす。

益金はち 円 円 円

小 )11地

高辺区

山 南 岩
小 11 須 法 " 中 "
屋釜寺

南岩小地
吉 " 須 法

釜寺高区 お

め

で

た

出
生
児
氏
名

須

藤

泰

遠

藤

栄

治

添

田

博

之

関

根

麻

衣

増

子

恵

美

舟

山

知

之

大

竹

広

光

大
野
由
希
江

真
野
目
美
和

石

森

和

幸

お

く

や

〈
十
月
届
出
分
〉

和真一良知政勝義長公保
護
者

二衛郎農樹夫男恵栄司名

みハ
十
月
届
出
分
〉

死
亡
者
氏
名
年
齢
世
帯

主
名

須
藤
美
喜
雄
日
∞
清
重

佐
久
間
今
朝
吉
日
義
重

金

子

マ

ス

臼

好

美

大

野

利

次

れ

イ

ネ

有

賀

ノ

ブ

mm
正

寛




